
演習問 題
（ l ) に 点a 1A: ニ 言る姤 （ともに単関数 i a . bjE R .

A i ,BjEF.CA:），(Bg)らは
のとき . G j = Ai n Bjとして、 それぞれ
Xを G を用いて単関数表示せよ、

互いに素）

また、 E [ x ] = E a PADニ※bjPCBう） を示せ.
(2） X 二 点a H i , た だな格 （ともに単関数）

紙(YA

"

YB.T L

とする）
の と き .

X t Y を G j = A i n Bj を用いて単関数として表せ.

2の表示を用いて、
E 1×+Y ] = E [ x ] + E G )

を 示 せ .
（3） 単調収束定理を用いてたたの補題を示せ.

ヒント：
Gin! X n(w) =

想（品しか川 であることから、

Ydw)= 品のXmに） として、（な人に単調収束定理を

適用せよ.
（4）. (Fatuの補題別バージョン）

M E Z が 「1積分な Z に対して成り立つとき.

E ( b i intXu) E l i ni f END
E l l i sup X n ] Z l e a p E [Xn ]

が成り立つことを示せ.
e t : X n t Z に Fateを適用.

-(Xn-Z) に Fa tuを道用.
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☆○ （4）より. 優収束定理が示せる。

後 E [ X ] = E L b ini t Xn ] ぐた l i n k より）は
ま E l i n inf E lX n ] ぐ （4）.Fat.の補題）
定
東 E l i n supE [ X n ]

は正 二 E [ l i neupX u ] ( i （4））
哃

= E [ X ] ぐ に l i n k より
よって、 b i n E [Xn ] = E [ x ) ，

(ち） Xn z u ( a s )のとき .

E l E X n ] = EEN.）
を示せ . （ただ単調収束定理）

(6） AnE着（に1.2.-_-）. （的n は互いに素で. X:の積分 のとき .

E [ x 1An ] = E [ X 1！An]く-和と積分の交換
を 示 せ . したた便収束定理） 6-加法性、闇

（7） 木票準正規分布の密度関数 f が f f fa t=1 をみたすことを
示 せ .

（8） に標準正規分布 のとき.

Var[ x ] =1

を示せ . 。繭
（9） (Xi,42）は いい.(lol,（い）を頂点とする 三角形上の一様分布

に従っている。 このとき E A . t n ]を求めた

（に）連続分布F に対し、 E [ FM ] =石が） d Fには主 を示せ.
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